
平成16 年度 東海 ･ 北陸地区国立学校等技術専門職員研修

情報処理 コ
ー

ス に参加して

情報シス テ ム グル
ー プ

平成1 6 年度東海
･ 北陸地区国立学校等技術専

門職員研修情報処理 コ
ー ス が ､ 平成1 6 年1 1 月2 4

日 - 2 6 日, 3 日間の 日程で北陸先端科学技術大

学院大学で 開催され , 東海
･ 北陸地区の 技術職

貝1 5 名､ うち､ 工学部か ら中村勝 ､ 新美治利の

2 名が参加 ､ 受講した ｡ その 目的は職務遂行 に

必要な基本的,
一 般的知識およ び新た な専門知

識, 技術等を習得し, 職員と して の 資質の 向上

を図るとともに職員相互の 交流 に寄与する こ と

に ある｡ 受講者2 名は､ 4 月より技術部共通業

務と して ､ 情報シ ス テム グル
ー プの 業務 あた っ

て い る ｡ 今回､ 参加する機会を得た の で研修の

概要を報告する｡

一

第1 日目
一

講義 ｢ 技術職具に期待する こ と 一 国立大学法

人化を踏まえて -

｣

独立法人化で ､
意志決定, 競争原理, 外部資

金な ど､ 大学運営は大 きく変化した が ､
一 般職

員の意識改革は これからで ある ｡ また ､ 北陸先

端科学技術大学院大学の 概要に つ い て の講義が

なされた ｡

講義 ｢ 北陸先端大の最先端情報環境｣

北陸先端科学技術大学院大学内の ネ ッ トワ ー

ク環境は ､ ネ ッ トワ
ー ク､ サ ー バ に至るまで 二

重化が行わ れ､ 障害が発生 して も利用者には気

づか れる こ となく復旧が行える シ ス テ ム につ い

ての 講義がなされた ｡

講義 ｢イン タ
ー ネ ッ トはどこ へ 行くのか｣

近年､ イ ン タ ー ネ ッ トの 利用者 は急増 し,

ネ ッ ト ワ ー

ク通信速度は高速化し大容量 の情報

がやりとりが行われ て い るが ､ 現在の 通信技術

で は限界に近く ､ 新たな技術開発が急務で はあ

る こと につ い て の 講義が なされた ｡

講義 ｢知識創造法概論｣

川喜多次郎氏によ っ て考案された有名な発想

汰 ( K J 法) を用 い た発想支援シ ス テ ム に つ い

て の講義がなされた ｡

新英 治利 中村 勝

一

第 2 日目
一

実習

実習1 ｢ W e b サイ ト解体新書｣ と実習 2 ｢ 知

識創造法実習｣ と分かれて実習を行っ た｡

実習1 ｢ W eb サ イ ト解体新書｣ は ､ 講義の最

初に ､ W W W の概説､ 実習はE t h e r e al を用い て

パ ケ ッ ト状態を見る ｡ W e b サ
ー バ構築を行い ､

イ ン ス ト ー ル ､ 各種設定な ど行 っ た ｡

実習 2 ｢知識創造法実習｣ は､ 第1 日目の 講

義 ｢知識創造法概論｣ の 講義 で ､ 取り上げられ

た ｢ K J 法｣ を つ か っ て ､ 情報の整理 , 管理を

行っ た ｡
一 第3 日目 一

講義 ｢ R FID (無線タグ) の動向と課題｣

R FI D (無線タ グ) につ い て の実用化された

事例 と利用 の可能性と ､ コ ス トや電波の周波数

等の 問題点に つ い て ､ 講義が なされた ｡

講義 ｢家庭における ユ ピキタス ･ コ ン ピ ュ ー

テ ィ ン グ｣

日常､ 生活に使う日用品や家電品に コ ン

ピ ュ ー タを組み込み とネ ッ トワ ー クに接続す る

こ とに よ っ て ､ 生活が便利になる こと に つ い て

の 講義 がなされ た ｡

施設見学 北陸先端科学技術大学院大学学内

第1 日目の講義で 説明がなさ れた ネッ トワ
ー ク

シ ス テ ム ､ 図書館等の 見学が行わ れました ｡

施設見学 株式会社ナナ オ

松任市に ある株式会社ナナオの 工場見学で液晶

モ ニ タ ー の製造工程など見学が行われま した ｡
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